
 

 

助成事業実施報告書 

   ２０２３ 年 ４月 ２日 

助成事業実施報告書 

団体名   QOL を考える会                           

代表者・役職名 氏名 会長 只松佑海                     

▼報告書の扱い、および記入にあたっての注意点 

この報告書（精算報告書以外）は、ホームページなどで公開する予定ですので、広く読まれることを想定してご記入ください。また、編集段

階で、表記・表現等を事務局で編集する場合がありますので、あらかじめご了承ください。語尾の表現は「です・ます」調でお願いします。報告

書に掲載するため活動の内容がよくわかる写真（２枚程度。写真の肖像権問題がないものの提出をお願い致します）を添付して下さい。 

 

１．助成プロジェクト名 

OHANAＣＡＦＥ（体験型子ども食堂）、寺子屋 OHANA 

２．プロジェクトの内容（※当初予定と変更がない場合は、応募申請書に記載のものでも可） ３００文字程度 

毎週月水金、フリースクール寺子屋 OHANA開催。高校生、元劇団員、元アスリートなどのボランティアのほか、

代表が教鞭をとる。教育委員会や地域小中学校と連携をとっているため、出席扱いとなる。北九州教育委員会が

開催している引きこもり不登校児向けのオンライン授業サポートも行っている。昨年度から教育委員会ホームペー

ジで紹介。今年度は教育委員会の広報にて案内されている。月 3～4回第二または第四土曜日体験型子ども食

堂、ほか火、木曜日は放課後子ども食堂開催。季節ごとに臨時子ども食堂開催（夏祭り、運動会、クリスマス会、

もちつきなど）。会員、地域のボランティアや学校の先生がボランティアサポートくださった。今期はフリースクール

で出かけた魚釣りで地域の方に大きな魚をいただいたり、魚の釣り方や仕掛けの作り方なども教えていただいた

りして、子どもたちもお母さん方も大変喜ばれた。9月 19日に徳之島で特別支援学校を作る署名活動を広げた、

車いすのシンガーソングライター森圭一郎さんのコンサートを台風がまだ吹き戻す中、開催。 

３．プロジェクトの実施で得られた「結果」(OUTPUT。実施回数や参加者数など)、「成果」(OUTCOME。事業によって生ま

れた直接的な変化)、「社会的な変化」（IMPACT。事業が社会に与えた影響）などの『効果』 ３００文字程度 

今期の子ども食堂は計 40回開催。1回平均 25～3５名の参加。フリースクールは祝祭日の除く毎週月水金開

催。夏休みの子ども食堂開催時に家庭内のトラブルにより、命の危機に直面している中学生がおり、市の子ども

家庭局や児童相談所などにつなぐもなかなか解決につながらず、民間のサポートにつなぐことで家庭内が大変落

ち着き、本人も落ち着きを見せている。このような行政の網の目に零れ落ちてしまうような子たちとつながり続ける

ことこそが私たちのような団体でないと難しい、この事業を続けて本当に良かったと思わされた出来事の一つで

す。また、受験生の子たちが学校に足が向かず、お母さんがとても心配していたが寺子屋には毎回来ていて、受

勉強にも励んでいる。教育委員会との意見交換会にも出席し、このような場が引き続き必要であることをともに確

認した。森圭一郎さんのコンサートでも子育てや産後鬱でしんどかったお母さんが涙をながして癒されたと言ってく

ださり、子どもたちも真剣に聞き入り、個々にいろんな感情をかんじたようでした。台風の中の開催となり、またコロ

ナ感染者などもあり、欠席も多かったですが 20名ほどで良い時間を共有させていただきました。また、立花高校

の高校生がボランティアで来てくれました。11月 29日には同校・校長先生の話もご講演いただきました。夏祭りも

子どもたちが大いに楽しみ、運動会は年少児さんからおばあちゃんたちまで参加。地域の市民センターの館長さ

んや学校の校長先生なども観戦に来てくださいました。毎年開催のクリスマス会、お餅つきもみんなの笑顔が本

当に輝いていました。少しずつ地域の輪がひろがっています。 

４．プロジェクト実施にあたっての課題、今後の展望など ３００文字程度 

今の課題はボランティアありきで主要なスタッフメンバーが足りてないことです。思いをもった人たちが少しずつ自

分のできるとこをできることから取り組んでもらえるような場所にしなければならないと思っています。また、フリー

スクールの問い合わせも増えて登録も増えていますが、金銭的に困窮する家庭にも公平な学びを与えたいという

思いから、利用料が格安でコピー代、水光熱費に充てるほどしかいただいておらず、人件費（ボランティア謝礼）を

助成金等に頼らざるを得ないことは社会の課題として掲げていきたいと思っています。 
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